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こ
の
地
域
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
・
南
海
地
震
が
、
近
い
将
来
、

高
い
確
率
で
起
こ
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
震
は
、
お
よ
そ

１
０
０
年
〜
１
５
０
年
間
隔
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
前
回
の
発
生
か
ら
１

５
３
年
が
経
過
し
た
東
海
地
震

は
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
南
海
地
震
や
南
海

地
震
に
つ
い
て
も
、
今
世
紀
前

半
に
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
日
ご
ろ
か
ら

備
え
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

市
は
、
こ
の
地
域（
※
）に
震

度
４
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
防
災
行
政
無
線
で
震
度

の
情
報
と
注
意
の
呼
び
掛
け
を

放
送
し
ま
す
。

ま
た
、
津
波
に
関
す
る
注
意

報
・
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

や
、
津
波
・
風
水
害
な
ど
に
よ

る
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
出

さ
れ
た
場
合
に
も
放
送
し
ま
す
。

10
月
１
日
（月）
か
ら
は
、
避
難

勧
告
・
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た

場
合
、
日
本
語
・
英
語
・
北
京

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
放
送
し

ま
す
。

※
こ
の
地
域
と
は
、
三
重
県
南

部
の
こ
と
で
、
伊
勢
市
・
度
会

町
・
玉
城
町
か
ら
紀
宝
町
ま
で

の
地
域
で
す
。

例
え
ば
、
熊
野
市
で
震
度
４

以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

伊
勢
市
が
震
度
３
以
下
で
あ
っ

て
も
緊
急
放
送
が
流
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
熊
野
灘な

だ

で
津
波
が

発
生
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
皆
さ
ん
に
注
意
を
呼

び
掛
け
る
も
の
で
す
。

合
併
前
に
旧
４
市
町
村
で
配

布
し
た
、
津
波
・
洪
水
時
の
浸

水
予
測
図
な
ど
は
、
危
機
管
理

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
に
あ
り
ま
す
。

い
つ
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
大
地
震

防
災
行
政
無
線
で

地
震
情
報
を
緊
急
放
送

い
つ
起
こ
っ
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も

お
か
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な
い
大
地
震

防
災
行
政
無
線
で

地
震
情
報
を
緊
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放
送

浸
水
予
測
図
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ど
の
配
布

浸
水
予
測
図
な
ど
の
配
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９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

で
す
。

こ
れ
は
、
多
数
の
死
者
を
出

し
た
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た

の
が
、１
９
２
３（
大
正
12
）年
９

月
１
日
で
あ
る
た
め
で
す
。

こ
れ
以
降
も
日
本
で
は
、
１

９
４
４（
昭
和
19
）年
12
月
の
東

南
海
地
震
、
そ
の
２
年
後
の
南

海
地
震
、
１
９
９
５（
平
成
７
）

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
そ

し
て
今
年
７
月
の
新
潟
県
中
越

沖
地
震
な
ど
、
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
す
地
震
が
た
く
さ
ん
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
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日
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て
い
ま
す
。

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

で
す
。

こ
れ
は
、
多
数
の
死
者
を
出

し
た
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た

の
が
、１
９
２
３（
大
正
12
）年
９

月
１
日
で
あ
る
た
め
で
す
。

こ
れ
以
降
も
日
本
で
は
、
１

９
４
４（
昭
和
19
）年
12
月
の
東

南
海
地
震
、
そ
の
２
年
後
の
南

海
地
震
、
１
９
９
５（
平
成
７
）

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
そ

し
て
今
年
７
月
の
新
潟
県
中
越

沖
地
震
な
ど
、
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
す
地
震
が
た
く
さ
ん
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

能登半島地震（撮影：平成19年３月25日、三重県）

こちらは、広報いせです。

ただ今、この地域に震度６強の地震がありました。

火の始末をして、沿岸地域の皆さんは、津波に注意して

ください。

今後のテレビ・ラジオの情報に注意してください。

（繰り返し）

～サイレン音の後、録音テープによる音声で放送します～

【放送例】震度６強の地震が発生した場合
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防災の日　チェックリスト 防災の防災の日　チ日　チェックリスト 
　防災の日には、次のチェックリストに基づき、家族全員で話し合いながら、防災のための点検・

確認を行いましょう。（該当する項目にチェック□を付けてください） 

□家が建っている土地の地盤の状況を知っている 

□昭和56年６月１日以降に建築された住宅である、または、昭和56年５月31日以前に建築された

住宅で、耐震診断を受けた（耐震診断の結果「危険」と判断されたため、耐震改修を行った） 

□ブロック塀や石塀など、地震発生時に転倒や倒壊などの恐れがあるものの点検・改修を行った 

建物 

□玄関に、出入りの妨げとなる物を置かないようにしている 

□家具の下敷きになる位置で就寝しないようにしている 

□テレビ・家具などに転倒防止対策がしてある 

□窓ガラスや家具のガラス扉に飛散防止フィルムが張ってある 

□棚やたんすの上から重いものが落ちてこないようにしてある 

自宅の中の状況 

□消火器や消火バケツなどの消火用具が備えてある 

□非常持ち出し品の準備がしてある 

自宅での準備物 

食料など 

 

 

安全対策 

 

日用品 

 

衣類など 

□乾パン　□アルファ米　□缶詰　□レトルト食品 

□水（1人・1日につき3リットルが目安） 

□粉ミルク・ほにゅう瓶（赤ちゃんがいる場合） 

□救急医療品　□常備薬　□ヘルメット・防災ずきん 

□マスク（ほこりを吸い込まないため）　□軍手 

□携帯ラジオ　□懐中電灯・ろうそく　□ティッシュペーパー 

□ラップ　□使い捨てカイロ　□ビニール袋（ごみ袋） 

□衣類・下着　□寝袋　□雨具　□タオル・毛布 

準備しておきたいもの 

□家の周辺のため池や川などの危険箇所を確認してある 

□地震発生時に、津波による浸水の危険がある地域かどうかを知っている 

自宅がある地域の地震発生時の危険度など 

□避難場所の名称・位置を知っている 

□避難場所までの経路を歩いたことがある 

□避難場所までの経路に、ブロック塀や自動販売機など、地震発生時に転倒や倒壊などの恐れのあ

るものがないか確認してある 

避難場所 

家族同士の話し合いなど 

□家族全員が災害用伝言ダイヤル「171」の使い方を知っている 

□地震発生時の家族の集合場所・避難経路・連絡方法が決めてある 

　いくつチェック□がありましたか？ 

　すべての項目にチェック□が付くよう準備をしましょう。 

いない 
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
虐
待
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
介
護
保

険
事
業
者
な
ど
か
ら
の
相
談
・

通
報
・
届
け
出
を
受
け
、
適
切

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
は
、
虐
待
に

関
す
る
相
談
が
市
内
で
26
件
あ

り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
高
齢
者

を
支
え
、
住
み
や
す
い
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
虐
待
の
要
因

介
護
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か

ら
、
虐
待
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
高
齢
者
と

介
護
者
と
の
人
間
関
係
が
要
因

と
な
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
し
っ

か
り
し
て
い
た
高
齢
者
が
認
知

症
な
ど
を
発
症
し
、
両
者
の
力

関
係
が
逆
転
し
て
虐
待
が
起
こ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
は
、
高
齢
者
の
心
身
に

深
い
傷
を
負
わ
せ
、
基
本
的
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

●身体的虐待

…高齢者の身体に、傷やあざなど痛みを与える暴行を加えること

●性的虐待

…高齢者にわいせつな行為をすること、またはさせること

●心理的虐待

…脅し・侮辱する言葉・威圧的な態度・無視などにより、精神的

な苦痛を与えること

●経済的虐待

…本人の合意なしに財産や金銭を使用すること、または本人の希

望どおりの使用を理由無く制限すること

●介護や世話の放棄・放任（ネグレクト）

…必要な介護や世話をしない、または放棄・放任することにより、

高齢者の生活環境や身体的・精神的状態を悪化させること

高齢者虐待の分類

高齢者虐待発見のチェックポイント

●高齢者の話し掛けに、わざと無視をする

●食事を無理やり口に入れる

●失禁したことを責めたり、そのことを人前で話すなど、恥ずかしい思いをさせる

●徘徊
はいかい

を防ぐために、部屋に鍵を掛ける

●ベッドから落ちないように、ベッドに縛り付ける

●日常生活に必要なお金を渡さない

●年金や貯金を本人に無断で使う

●必要な介護・医療サービスなどを理由も無く制限する

●水分や食事を十分に与えず、長時間空腹にさせたり、脱水症状を起こさせる

●入浴させない・部屋の掃除をしないなど、不衛生な環境で生活させる　　　など　　

高
齢
者
虐
待 
高
齢
者
虐
待 

み
ん
な
で
防
ご
う 

!!
 

み
ん
な
で
防
ご
う 

!!
 

み
ん
な
で
防
ご
う 

!!
 

高
齢
者
虐
待 

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
1
@1
５
５
８
３
）

気付かないうちに、次のような高齢者虐待をしていませんか。
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な
ぜ
高
齢
者
虐
待
は

発
見
し
に
く
い
の
？

介
護
者
に
虐
待
し
て
い
る
と

い
う
自
覚
が
な
い
場
合
も
あ
り
、

高
齢
者
が
危
険
な
状
態
に
な
っ

て
も
、自
分
が
し
て
い
る
虐
待
に

気
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
世
間
体
を

気
に
す
る
あ
ま
り
、「
自
分
が
我

慢
を
す
れ
ば
…
」
と
介
護
者
を

か
ば
う
こ
と
で
、
発
見
さ
れ
に

く
い
の
も
高
齢
者
虐
待
の
特
徴

で
す
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
に
は
？

■
地
域
で
の
見
守
り

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
い

る
家
庭
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う

に
、
地
域
で
高
齢
者
や
介
護
者

を
温
か
く
見
守
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

虐
待
は
、
深
刻
な
も
の
ほ
ど

「
密
室
」で
行
わ
れ
ま
す
。

家
族
と
高
齢
者
を
、
家
庭
と

い
う
密
室
に
閉
じ
込
め
な
い
よ

う
、「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち

は
」
の
声
を
掛
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

■
虐
待
か
な
？
と
感
じ
た
ら

虐
待
は
早
期
に
発
見
し
、
第

三
者
が
介
入
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

身
近
な
所
で「
何
か
変
だ
な
」

と
気
に
な
っ
た
と
き
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
長
寿
課
や
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
生
命
や
身
体
に
重
大

な
危
険
が
及
ぶ
状
況
を
発
見
し

た
場
合
は
、
通
報
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

高
齢
者
虐
待
は
、
制
度
や
上

手
な
介
護
方
法
を
知
ら
な
い
た

め
に
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

介
護
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
利
用

し
て
負
担
を
軽
減
し
た
り
、
地

域
に
介
護
仲
間
を
つ
く
っ
た
り
、

民
生
委
員
や
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
機
関
で
適

切
な
助
言
を
受
け
る
な
ど
、
無

理
を
せ
ず
に
介
護
し
ま
し
ょ
う
。

高齢者虐待の対応の流れ 

虐待の発見者 

長寿課地域包括支援センター（1@15583） 
長寿課長寿係（1@15559） 
二見総合支所福祉健康課（1$21113） 
小俣総合支所福祉健康課（1@27862） 
御薗総合支所福祉健康課（1@20235） 

高齢者本人 

関係者・関係機関などによる協議 

介入・援助 

在宅支援 

虐待者 

施設利用 

● 

● 

 

● 

医療機関への入院 
介護保険施設・老人ホーム 
への入所 
ショートステイ（短期入所） 
　　　　　　　　　 など 

● 

● 

地域での見守り 
介護サービス利用 

事実確認 立ち入り調査 

通報 届け出 相談 

成
年
後
見
制
度

高
齢
者
が
、
認
知
症
な
ど
に

よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
と

き
、
本
人
に
代
わ
っ
て
、
本
人

の
利
益
を
守
っ
て
く
れ
る
「
成

年
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
法
律
で
個
人

の
権
利
な
ど
を
守
る
制
度
で
す
。

家
庭
裁
判
所
で
選
ば
れ
た
成

年
後
見
人
な
ど
が
、
本
人
に
代

わ
っ
て
、
悪
徳
商
法
に
よ
る
被

害
の
防
止
・
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
財
産
管
理
・
契
約
な
ど

の
法
律
行
為
を
行
い
、
高
齢
者

を
保
護
・
支
援
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
、

親
族
に
対
し
て
制
度
や
手
続
き

方
法
な
ど
を
説
明
し
、
適
切
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。



幼
稚
園

公
立
幼
稚
園

入
園
資
格

市
内
に
住
所
を
有

し
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
幼
児

５
歳
児
…
平
成
14
年
４
月
２
日

〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

４
歳
児
…
平
成
15
年
４
月
２
日

〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
歳
児
…
平
成
16
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
し
込
み

10
月
１
日
（月）
〜
19

日
（金）
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
）・
午
後
１
時
〜
４
時

に
、
入
園
願
書
（
各
幼
稚
園
に

あ
り
ま
す
）
を
、
入
園
を
希
望

す
る
幼
稚
園
へ

※
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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幼
稚
園
で
は
、
生
涯
に
わ
た

る
教
育
の
基
礎
を
培
い
、
心
身

の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
促
す

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や

活
動
を
通
し
て
、
感
性
を
育
て

創
造
性
を
豊
か
に
し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
（
保
育
園
を

含
む
）
で
は
、
保
護
者
が
働
い

て
い
た
り
、
病
気
で
あ
る
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、

乳
幼
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

平
成
20
年
度 

幼
稚
園
に
つ
い
て
…
…
学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
８
１
）

保
育
所
に
つ
い
て
…
…
こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
７
９
）

公立幼稚園 

私立幼稚園 

幼稚園名 所在地 電話番号 対象 定員 

神社港295-20 

村松町3280-6 

上地町1537-4 

楠部町2484 

小俣町本町1 

小俣町明野1481

#62631 

#74099 

@47077 

@46052 

@24902 

#81234

4・5歳児 

4・5歳児 

4・5歳児 

4・5歳児 

3～5歳児 

3～5歳児 

50人 

50人 

50人 

50人 

200人 

70人 

神 社 幼 稚 園  

北 浜 幼 稚 園  

城 田 幼 稚 園  

四 郷 幼 稚 園  

小 俣 幼 稚 園  

明 野 幼 稚 園  

※豊浜東幼稚園・豊浜西幼稚園は、平成20年度から休園します。     

※早修幼稚園・沼木幼稚園は、引き続き休園します。 

※３歳児保育については、平成21年度以降、早期に実現する方向で、引

き続き検討します。 

幼稚園名 所在地 電話番号 

久世戸町4 

船江2丁目2-29 

中島2丁目13-4 

岡本1丁目18-65 

岩渕1丁目6-32 

一之木１丁目8-3 

八日市場町17-20 

宇治中之切町38-2 

黒瀬町562-13 

御薗町王中島23 

小俣町本町1336 

小俣町元町214-3

@81565 

@35225 

@82438 

@84094 

@84420 

@85310 

@84248 

@24550 

@27890 

@23480 

@20689 

@81121

修 道 幼 稚 園  

有 緝 幼 稚 園  

中 島 幼 稚 園  

明 倫 幼 稚 園  

常 盤 幼 稚 園  

まるこ幼稚園  

神宮高倉山幼稚園 

神宮五十鈴川幼稚園 

双 康 幼 稚 園  

ゆたか幼稚園  

暁の星幼稚園  

和 順 幼 稚 園  

私
立
幼
稚
園

預
か
り
保
育
・
３
歳
児
の
途
中
入
園
・
２
歳
児
の

子
育
て
支
援
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

入
園
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。



入
所
資
格

市
内
に
住
所
を
有

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
、

保
護
者
が
保
育
で
き
な
い
乳
幼
児

●

保
護
者
が
家
庭
外
で
働
い
て

い
る

●

保
護
者
が
家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る

●

保
護
者
が
妊
娠
中
ま
た
は
出

産
後
間
が
な
い

●

保
護
者
に
疾
病
ま
た
は
障
が

い
が
あ
る

●

家
庭
内
に
病
人
な
ど
が
い
て
、

保
護
者
が
常
時
看
護
し
て
い
る

●

災
害
に
遭あ

い
、
保
護
者
が
そ

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

申
し
込
み

10
月
１
日
（月）
〜
19

日
（金）（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

を
除
く
）に
、
入
所
申
込
書（
９

月
３
日
（月）
か
ら
各
保
育
所
で
配

布
し
ま
す
）
を
第
一
希
望
の
保

育
所
へ

※
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
所

を
引
き
続
き
希
望
す
る
場
合

は
、
入
所
申
込
書
は
不
要
で
す
。

保
育
料

保
護
者
の
所
得
税
額
・

市
民
税
額
に
よ
り
、決
定
し
ま
す

※
給
食
費
は
、
３
歳
以
上
児
か

ら
主
食
費
の
み
必
要
で
す
。

保
育
時
間

通
常
は
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
月
曜

日
〜
土
曜
日
）

◆
延
長
保
育

家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
下
表

の
開
所
時
間
内
で
、
延
長
保
育

を
行
い
ま
す
。

な
お
、
次
の
時
間
帯
は
、
別

途
延
長
保
育
料
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●

保
育
所
き
ら
ら
館
、
船
江
保

育
園
・
た
け
の
こ
保
育
園
・
み
や

や
ま
保
育
園
…
午
後
６
時
以
降

●

大
世
古
保
育
所
…
午
後
６
時

15
分
以
降

●

豊
浜
西
保
育
所
…
午
後
６
時

30
分
以
降

●

な
か
よ
し
保
育
所
…
午
前
６

時
30
分
〜
７
時
、午
後
６
時
以
降
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保育所 

保育所名 所在地 電話番号 開所時間 保育開始 定員 

※定員は、変更する場合があります。 

吹上2丁目11－42 

黒瀬町1637 

桜木町55－1 

朝熊町1997－1 

大世古4丁目2－13 

常磐2丁目4－40 

二見町荘2068－1 

二見町山田原446－1 

二見町今一色874－398 

小俣町明野1653 

小俣町湯田359 

小俣町本町444 

御薗町長屋416－1 

御薗町高向731

公立 

私立 

@86775 

@21964 

@21908 

@56160 

@53676 

@14555 

$32261 

$34300 

$33074 

@22665 

@22735 

@22016 

@21574 

@87300

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後6カ月 

生後6カ月 

生後6カ月 

生後6カ月 

2歳 

生後6カ月 

生後6カ月 

生後6カ月 

7：30～18：30 

8：00～17：30 

8：00～17：30 

8：00～17：30 

7：15～19：15 

7：00～19：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

8：00～18：00 

8：00～18：00

90人 

120人 

90人 

90人 

150人 

60人 

200人 

90人 

60人 

90人 

60人 

110人 

180人 

150人 

明 倫 保 育 所  

浜 郷 保 育 所  

さくらぎ保育所 

あさま保育所  

大世古保育所  

保育所きらら館 

二見浦保育園  

五 峰 保 育 園  

高 城 保 育 園  

あ け ぼ の 園  

し ら と り 園  

ゆ り か ご 園  

御薗第一保育園 

御薗第二保育園 

 大湊町1080－1 

一色町1316 

村松町143 

船江3丁目11－43 

常磐町74－5 

岡本1丁目2－33 

東大淀町2－12 

磯町1736 

矢持町426 

有滝町2102－55 

中須町416－43 

佐八町728－2 

旭町348 

勢田町642－3

#63260 

@22037 

#72197 

@81532 

@56618 

@57490 

#71239 

#70883 

#91330 

#74548 

@49258 

#90055 

@57160 

@40570

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後42日 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後3カ月 

生後42日 

8：00～17：30 

8：00～18：00 

7：30～18：00 

7：00～19：00 

7：00～19：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

7：30～19：00 

8：30～17：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

7：30～18：00 

7：00～19：00 

6：30～21：00

90人 

120人 

45人 

120人 

120人 

120人 

90人 

120人 

60人 

60人 

90人 

90人 

90人 

45人 

大 湊 保 育 園  

一 色 保 育 園  

村 松 保 育 園  

船 江 保 育 園  

たけのこ保育園 

マリア保育園  

東大淀保育園  

豊浜西保育所  

みどり保育園  

有 滝 保 育 園  

中 須 保 育 園  

佐 八 保 育 園  

みややま保育園 

なかよし保育所 

保
育
所



御
木
本
道
路 

中山寺 

三重県 
伊勢庁舎 

外宮 

明
倫
小
学
校 

観光文化会館 

JR参
宮線
 

伊勢市駅 

宇治山田駅 
 

八
間
道
路 

勢
田
川 
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市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
の

公
立
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児

童
・
生
徒
の
通
学
距
離
な
ど
の

課
題
を
検
討
す
る
「
伊
勢
市
通

学
区
域
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
課
題
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
次
の

区
域（
調
整
区
域
）に
住
む
児
童
・

生
徒
は
、
隣
接
す
る
複
数
の
学

校
か
ら
、
通
学
す
る
学
校
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
学
校
の
選
択
が
で

き
る
の
は
、
小
・
中
学
校
へ
の

入
学
時
ま
た
は
調
整
区
域
へ
の

転
入
時
で
す
。

ま
た
、
ほ
か
の
地
域
で
も
、

保
護
者
か
ら
通
学
す
る
学
校
の

変
更
希
望
の
申
し
出
が
あ
る
場

合
、許
可
基
準
に
基
づ
き
、変
更

を
許
可
し
て
い
ま
す
。

通
学
距
離
が
近
い
学
校
へ
の

変
更
を
希
望
す
る
場
合
な
ど
は
、

学
校
教
育
課
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
小
学
校
の
調
整
区
域

●

藤
里
町
の
一
部（
中
山
寺
の
西

側
の
区
域：

地
図
①
）は
、
宮
山

小
学
校
・
明
倫
小
学
校
の
い
ず

れ
か
を
選
択
で
き
ま
す

●

吹
上
２
丁
目
の
一
部（
Ｊ
Ｒ
線

の
北
側
の
区
域：

地
図
②
）
は
、

明
倫
小
学
校
・
有
緝
小
学
校
の

い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す

●

野
村
町（
地
図
③
）は
、
東
大

淀
小
学
校
・
明
野
小
学
校
の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す

●

小
俣
町
宮
前
の
一
部（
県
道
鳥

羽
・
松
阪
線
の
南
側
の
区
域：

地

図
④
）は
、
小
俣
小
学
校
・
城
田

小
学
校
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で

き
ま
す

地図①

地図②

近鉄山田線 

明野駅 

北浜中学校 

国道23号線 

東大淀小学校 

明野高等学校 

明野 
小学校 

地図③

県道鳥羽・松阪線 

菱川 

汁谷川 

城田小 

城田中 

地図④

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら 

通
学
区
域
の
調
整
区
域
を 

追
加
し
ま
す 

通
学
区
域
の
調
整
区
域
を 

追
加
し
ま
す 

通
学
区
域
の
調
整
区
域
を 

追
加
し
ま
す 

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
８
０
）

◆
中
学
校
の
調
整
区
域

●

藤
里
町
の
一
部（
中
山
寺
の
西

側：

地
図
①
）は
、厚
生
中
学
校
・

倉
田
山
中
学
校
の
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
ま
す

●

野
村
町（
地
図
③
）は
、
北
浜

中
学
校
・
小
俣
中
学
校
の
い
ず

れ
か
を
選
択
で
き
ま
す

●

小
俣
町
宮
前
の
一
部（
県
道
鳥

羽
・
松
阪
線
の
南
側：

地
図
④
）

は
、小
俣
中
学
校
・
城
田
中
学
校

の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
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長野県 

新潟県 

アルプス煙火工業（株） 

（有）片貝煙火工業 

堀内　幸敏 

本田　正憲 
５号創造花火／金芯万華草　10号曲導付割物／八重芯紫先紅点滅 

スターマイン 

打ち上げ花火 

花火の発色を良くするように研究し、明るくきれいな花火づくりに取組んでおります。 

スターマイン／“粋”～宮川の華回廊～ 

音楽とともに戯れて咲く艶やかな華の姿を楽しんで欲しい！そんな心意気！！ 

プログラムプログラム プログラムプログラム プログラム （ 計 9 , 0 5 5 発 ） （ 計 9 , 0 5 5 発 ） （ 計 9 , 0 5 5 発 ） 

第55回大会限定花火「花火今昔物語（奏者：おかげ横丁神恩太鼓）」　花火の進化を表現したスターマイン、過去から現代へと受け継がれる匠の技をご覧下さい!

大会の最後を飾るのはワイドスターマイン!　曲は神宮式年遷宮イメージソング「鎮守の里（作詞/作曲：藤井フミヤ）」 

※小学校の校庭は状況により駐車できない場合があります。 

バ
リ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー 

公　園 

が 

至 度会 
至 度会 

し 

交　通　規　制　図 交　通　規　制　図 交　通　規　制　図 

　荒天のため延期となりました「第55回伊勢神宮奉納全国花火

大会」を、９月８日（土）に開催します。 

　花火大会について詳しくは、「広報いせ」７月号をご覧ください。 

　なお、プログラムと交通規制図は、次のとおり変更しています。 

　有料観覧席は、そのまま利用することができます。また、引き

続き販売を行っています。 

観光事業課（1@15566） 
開催の有無については、当日専用電話（1@91051）へ 
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〜
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
大
活
躍
〜 

９
月
20
日
（木）
〜
26
日
（水）
は
、

動
物
愛
護
週
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
と
あ

な
た
の
周
り
の
動
物
と
の
関
係

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

動
物
に
は
、
身
近
な
ペ
ッ
ト

と
し
て
飼
わ
れ
て
い
る
も
の
や
、

自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
も
の

が
い
ま
す
が
、
そ
の
す
べ
て
が

掛
け
替
え
の
な
い
生
命
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
心
を
癒
す
ペ
ッ
ト

た
ち
も
、
飼
い
主
の
配
慮
が
欠

け
る
と
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
習
性
を
考

慮
せ
ず
、
誤
っ
た
飼
育
を
行
っ

て
い
る
と
、
知
ら
な
い
う
ち
に

ペ
ッ
ト
を
虐
待
し
て
い
る
こ
と

市
内
の
幼
稚
園
・
小
・
中
学

校
で
は
、「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

毎
日
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

（
園
）
時
に
通
学
路
に
立
っ
て
、

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の
周
辺

の
様
子
を
観
察
し
、
安
全
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
８
月
号
で
紹

介
し
た
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
伊
勢
市
の
教
育
活
動

は
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

７
月
15
日
現
在
の
登
録
者
数

は
６
９
０
人
で
す
。
市
教
育
委

員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
登
録

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

申
込
書（
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
に
あ
り
ま
す
）を
、

活
動
を
希
望
す
る
幼
稚
園
・
小
・

中
学
校
へ

※
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
、

直
接
、
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校

と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http

:/
/
w
w
w
.city
.ise.

m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

正
し
い
飼
育
を
心
掛
け
、
人

に
も
動
物
に
も
優
し
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

犬
や
猫
の
ふ
ん
尿
の
苦
情
が

大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
伊
勢
市
を
美
し
く
す
る
条
例
」

で
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
を
犬

の
ふ
ん
に
よ
り
汚
さ
な
い
こ
と

や
、
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
ふ
ん

の
処
理
を
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
飼
い
主
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
道
路

や
公
園
な
ど
は
、
あ
な
た
だ
け

の
空
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
快
適
な
空
間
を
共

有
す
る
た
め
、
ふ
ん
は
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
猫
の
放
し
飼

い
を
し
て
い
る
飼
い
主
に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
、
動
物
愛
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
３
つ
の
地
域
で
ふ
ん
を

拾
い
、「
ふ
ん
害
」の
実
態
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
飼
い
主
が
分
か
ら
な

い
「
ふ
ん
害
」
に
は
、
自
治
会

で
の
取
り
組
み
（
監
視
や
啓
発

な
ど
）
を
お
願
い
し
、
希
望
す

る
自
治
会
に
は
、
啓
発
看
板
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

人
と
動
物
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

ふ
ん
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

環
境
課
（
1
@1
５
５
４
１
）

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
８
１
）

児童の下校を見守る学校安全ボランティア
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平
成
18
年
度
に
伊
勢
保
健
福

祉
事
務
所
管
内
で
殺
処
分
さ
れ

た
犬
は
２
０
５
頭
で
し
た
。
こ

の
う
ち
約
75
％
が
、
飼
い
主
か

ら
引
き
取
り
依
頼
が
あ
っ
た
犬

で
す
。

殺
処
分
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
の
命

の
重
み
を
感
じ
、
安
易
な
気
持

ち
で
ペ
ッ
ト
を
飼
い
始
め
た
り
、

身
勝
手
な
理
由
で
手
放
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
左
表
参
照
）

望
ま
れ
な
い
子
犬
や
子
猫
を

増
や
さ
な
い
た
め
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

犬
も
猫
も
、
ス
ト
レ
ス
の
な

い
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
犬
猫
不
妊
去
勢
手

術
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

下
水
道
の
役
割

下
水
道
は
、
工
場
か
ら
の
排

水
や
日
常
生
活
で
台
所
・
風
呂
・

ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
た
水
を「
汚

水
」
と
し
て
、
下
水
道
管
を
通

し
て
下
水
処
理
場
へ
集
め
、
浄

化
し
て
自
然
に
返
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雨
は
「
雨
水
」
と
し

て
、
別
の
下
水
道
管
や
水
路
を

通
っ
て
、
河
川
や
海
に
流
れ
て

い
ま
す
。

下
水
道
の
効
果

下
水
道
に
よ
り
、
次
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

●

浄
化
槽
を
設
置
し
な
く
て
も

水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る

●

河
川
や
海
の
環
境
を
守
る

●

悪
臭
・
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ

●

大
雨
に
よ
る
浸
水
か
ら
ま
ち

を
守
る

下
水
道
へ
の
接
続
を

下
水
道
は
、
み
ん
な
が
利
用

す
る
こ
と
で
、
側
溝
・
河
川
・

海
な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、

生
活
環
境
や
自
然
環
境
を
改
善

し
ま
す
。

清
潔
で
住
み
良
い
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
る
区
域
で
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
勢
市
の
下
水
道
普
及
率

（
平
成
19
年
３
月
末
現
在
）

昨
年
６
月
、下
水
処
理
場「
宮

川
浄
化
セ
ン
タ
ー
」（
大
湊
町
）

が
完
成
し
、
下
水
道
普
及
率
は

約
26
・
１
％
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
順
次
、
下
水

道
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
工
事
中
は
、
道
路
の

通
行
規
制
や
工
事
の
騒
音
・
振

動
な
ど
に
よ
り
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

犬（
雄
）…
３
０
０
０
円

（
雌
）…
４
０
０
０
円

猫（
雄
）…
２
５
０
０
円

（
雌
）…
３
５
０
０
円

申
し
込
み

申
請
書
を
環
境
課
へ

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の

登
録（
生
涯
に
１
回
）と
、
狂
犬

病
予
防
注
射
の
接
種（
年
１
回
）

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
犬
だ
け
で
な
く
、

人
を
含
む
す
べ
て
の
哺ほ

乳
に
ゅ
う

動
物

に
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
発

症
す
る
と
必
ず
死
に
至
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

毎
年
４
月
〜
５
月
に
市
が
実

施
し
て
い
る
集
合
注
射
や
、
動

物
病
院
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
の
登
録
は
、
住
民

票
や
戸
籍
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

飼
い
犬
の
死
亡
や
飼
い
主
の

住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

は
、
登
録
し
て
い
る
市
区
町
村

（
住
所
変
更
を
す
る
場
合
は
変

更
先
の
市
区
町
村
）
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

動
物
を
飼
う
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

命
を
大
切
に
思
う
心
を

持
ち
ま
し
ょ
う

不
妊
・
去
勢
手
術

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

次
の
項
目
の
す
べ
て
に
確

信
を
持
っ
て
「
は
い
」
と
答

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
、

そ
の
動
物
を
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●

毎
日
運
動
に
連
れ
て
行
く

時
間
や
体
力
が
あ
る

●

集
合
住
宅
の
場
合
、「
ペ
ッ

ト
飼
育
可
」の
決
ま
り
が
あ
る

●

家
族
全
員
が
動
物
を
好
き

●

家
族
に
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
人
は
い
な
い

●

引
っ
越
し
や
転
勤
の
予
定

は
な
い

●

１
日
数
回
の
食

し
ょ
く

餌じ

や
ト
イ

レ
の
後
始
末
を
続
け
ら
れ
る

●

毎
日
の
食
餌
代
や
病
気
・

け
が
の
治
療
代
に
お
金
を
か

け
ら
れ
る

●

し
つ
け
が
で
き
る

●

高
齢
に
な
っ
た
動
物
の
介

護
を
す
る
心
構
え
が
あ
る

●

不
測
の
事
態
に
陥
っ
た
と

き
の
受
け
皿
が
あ
る

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

上下水道総務課

（1@15600）

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」
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現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
９
月
30
日
（日）
で
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下

旬
に
、
配
達
記
録
郵
便
に
よ
り

送
付
し
ま
す
。

今
回
か
ら
、
保
険
証
は
、
世

帯
ご
と
で
は
な
く
、
個
人
ご
と

の
カ
ー
ド
形
式
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
の
交
付
に
つ

い
て
、
郵
送
で
は
な
く
、
医
療

保
険
課
で
の
手
渡
し
を
希
望
す

る
人
は
、
９
月
14
日
（金）
ま
で
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
18

日
（火）
か
ら
、
医
療
保
険
課
で
新

し
い
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

な
お
、
旧
保
険
証
は
、
10
月

１
日
（月）
以
降
に
、医
療
保
険
課
・

各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
・
各

支
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

て
か
ら
旧
保
険
証
を
返
却
す
る

ま
で
に
、
住
所
異
動
の
手
続
き

を
行
う
場
合
は
、
必
ず
新
旧
の

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
な
事
情
も
な
く
国
民
健

康
保
険
料（
税
）を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
に
は
、
資
格
証
明
書

（
医
療
機
関
で
の
負
担
が
全
額

自
己
負
担
と
な
る
証
明
書
）
や

短
期
被
保
険
者
証
（
通
常
よ
り

有
効
期
限
が
短
い
保
険
証
）
を

交
付
し
ま
す
。

市
外
へ
転
出
す
る
学
生
が
、

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
を
使

用
す
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、

退
職
者
医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ

（
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
）、
ま

た
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
始
ま
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、被
保
険
者
に
よ
っ
て
、保
険

証
の
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル

臓
器
提
供
に
つ
い
て
、
個
人

の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
、
保

険
証
の
裏
面
の
備
考
欄
に
、
臓

器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
を
張

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ー
ル
を
希
望
す
る
人
は
、

10
月
１
日
（月）
以
降
に
、
医
療
保

険
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
・
各
支
所
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

平
成
19
年
度
福
祉
医
療
費
の

所
得
制
限
限
度
額
と
手
続
き

平
成
18
年
度
（
平
成
18
年
９

月
〜
平
成
19
年
８
月
）
に
、
所

得
超
過
に
よ
り
福
祉
医
療
費
の

受
給
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ

た
人
で
、
平
成
19
年
度
の
所
得

が
所
得
制
限
限
度
額
以
下
に
な

る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
９
月
28

日
（金）
ま
で
に
医
療
保
険
課
・
各

総
合
支
所
生
活
環
境
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
19
年
１
月
２
日

以
降
に
市
内
に
転
入
し
た
人
は
、

所
得
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
前
住
所
地
で

所
得
証
明
書
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

就
学
前
乳
幼
児
医
療
費
の

手
続
き

４
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
入
院
に

掛
か
る
医
療
費
も
、
平
成
18
年

９
月
診
療
分
か
ら
助
成
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
受
給
資
格
証
は
交
付

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す

る
人
は
次
の
物
を
持
参
し
、
医

療
保
険
課
・
各
総
合
支
所
生
活

環
境
課
・
各
支
所
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
護
者
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
助
成
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

持
ち
物

●

領
収
書

●

印
鑑

●

健
康
保
険
証

●

預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）

●

所
得
証
明
書
（
平
成
19
年
１

月
２
日
以
降
の
転
入
者
の
み
）

※
福
祉
医
療
費
の
所
得
制
限
限

度
額
に
つ
い
て
は
、「
広
報
い
せ
」

８
月
号
・
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

現
在
、
75
歳
以
上
の
人
（
65

歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
を
含
む
）
は
、
国
民
健
康

保
険
な
ど
に
加
入
し
て
、
老
人

保
健
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

新
た
に
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係
（
1
@1
５
６
４
６
）

福
祉
医
療
費
に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係
（
1
@1
５
５
５
２
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
変
わ
り
ま
す

福
祉
医
療
費
の
手
続
き

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
変
更
と 

福
祉
医
療
費
の
手
続
き 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
変
更
と 

福
祉
医
療
費
の
手
続
き 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
変
更
と 

福
祉
医
療
費
の
手
続
き 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
変
更
と 

福
祉
医
療
費
の
手
続
き 

平成20年４月から 平成20年４月から 平成20年４月から 平成20年４月から 

後期高齢者医療制度が 
始まります 
後期高齢者医療制度が 
始まります 
後期高齢者医療制度が 
始まります 
後期高齢者医療制度が 
始まります 
医療保険課福祉医療係
（1@15552）
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対
象

18
歳
以
上
の
人
（
学
生

を
除
く
）

申
し
込
み

９
月
１
日
（土）
〜
15

日
（土）（
必
着
）に
、
往
復
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
（
下
図
参

照
）し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成

18
年
度
前
期
・
後
期
・
平
成
19

年
度
前
期
の
う
ち
、
受
講
経
験

が
１
期
以
内
の
人
を
優
先
し
ま

す
。
公
開
抽
選
は
、
９
月
18
日

（火）
・
午
前
10
時
〜
、
サ
ン
ラ
イ

フ
伊
勢
で
行
い
ま
す
。

※
カ
ラ
オ
ケ
･
ヨ
ガ
･
太
極
拳
は
、

複
数
の
教
室
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
１
つ
の
教
室
し
か
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
じ
教
室
に
何
枚
申
し
込
み

を
し
て
も
、
１
枚
と
し
て
取
り

扱
い
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
教
室
に
つ

い
て
は
、
11
月
30
日
（金）
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

そ
の
ほ
か

●

受
講
の
可
否
は
、
は
が
き
で

通
知
し
ま
す
。

●

受
講
料
は
、
教
室
の
初
回
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
29
日
（土）
・
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
、
30
日
（日）
・
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

平
成
19
年
度
後
期
教
室
の

受
講
者
を
募
集

サンライフ伊勢（1@81266）

往復はがきの書き方 

50

返　信 

日本郵便 

郵便往復はがき 

住所 

①講座名  
  
②氏名（ふりがな）  
  
③住所  
  
④年齢  
  
⑤性別  
  
⑥電話番号  
  
⑦「勤労者」または  
　「無職」のどちらかを記入 

氏名　様 

（返信用表） （往信用裏） 

50 5

往　信 

日本郵便 

郵便往復はがき 

伊勢市八日市場町 

13番13号 
（何も記入しないでください） 

サンライフ伊勢教室係 

（往信用表） （返信用裏） 

1 6 0 0 7 6

サンライフ伊勢　平成19年度後期教室 

※都合により教室の日程を変更する場合があります。        
※定員に満たない場合は、教室を中止する場合があります。        
※受講料のほか、材料費や道具代などが必要となる教室があります。 
 （詳しくは、サンライフ伊勢へ問い合わせてください） 

教室名 回数 曜日 時間 定員 受講料 

趣
味
づ
く
り 

健
康
づ
く
り 

陶芸  

パッチワーク 

ペン習字 

絵手紙 

 

カラオケ 

 

華道（二葉流）  

伊勢型紙  

俳画  

実用書道  

籐工芸  

茶道 

12回 

12回 

12回 

12回 

21回 

21回 

21回 

12回 

12回 

12回 

12回 

12回 

12回 

1 

 2 

 3

卓球  

気功  

３Ｂ体操  

ヨガ 
 

太極拳 

（楊名時） 

レクダンス 

21回 

21回 

21回 

21回 

21回 

21回 

21回 

21回 

毎月第1･3月曜日 

毎月第2･4水曜日 

毎月第1･3木曜日 

毎月第2･4木曜日 

毎週水曜日 

毎週水曜日 

毎週木曜日 

毎月第1･3金曜日 

毎月第2･4金曜日 

毎月第1･3金曜日 

毎月第1･3土曜日 

毎月第2･4月曜日 

毎月第1･3月曜日 

毎週水曜日 

毎週木曜日 

毎週金曜日 

毎週水曜日 

毎週土曜日 

毎週金曜日 

毎週土曜日 

毎週土曜日 

18：30～20：30 

10：00～12：00 

10：00～12：00 

10：00～12：00 

13：30～15：30 

18：30～20：30 

18：30～20：30 

10：00～12：00 

13：30～15：30 

13：30～15：30 

10：00～12：00 

10：00～12：00 

10：00～12：00

13：30～15：30 

13：30～15：00 

13：30～14：30 

13：30～14：30 

13：30～14：30 

10：00～11：00 

10：00～11：00 

13：30～14：30

30人 

30人 

35人 

30人 

45人 

45人 

45人 

25人 

35人 

35人 

35人 

25人 

25人 

35人 

40人 

35人 

25人 

25人 

50人 

50人 

50人 

3,600円 

3,600円 

3,600円 

3,600円 

6,300円 

6,300円 

6,300円 

3,600円 

3,600円 

3,600円 

3,600円 

3,600円 

3,600円 

6,800円 

6,300円 

6,300円 

6,300円 

6,300円 

6,300円 

6,300円 

6,300円 

1 

 2 

1 

 2
ようめい　じ 

作
品
展
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小俣児童館工作教室中島小児童が宮川で環境学習

中島小学校6年生の児童58人が、宮川の生き物・
水質・樹木の調査を行いました。
児童たちは、川底に生息する水生生物（トビケ

ラ・カゲロウの幼虫など）の観察や、簡易の水質検
査により、川の汚れの状況を調べました。
また、河川敷に生えている樹木の種類を調べたり、
幹の太さを測ったりし、身近な宮川について、関心
を深めました。

小俣児童館で、工作教室が開催され、小俣小の１

年生～４年生の児童16人が、しおり作りを楽しみま

した。

自分だけのしおりを手にした子どもたちは、とて

も満足そうでした。

7
28

7
23

賓日館　有料入館者数10万人達成!!

伊勢市の児童113人と飯田市の児童28人が、第30

回小学生交流会に参加しました。

児童たちは、二見シーパラダイスで、貝細工や海

獣とのふれあい体験などを楽しみ、神宮会館では一

緒に伊勢音頭を踊りました。また、伊勢と飯田にちな

んだクイズ大会も行われ、互いに親睦を深めました。

平成15年11月に資料館として開館した賓日館は、

この日、有料入館者数10万人を達成しました。

10万人目となったのは、愛知県から伊勢志摩へ観

光に訪れていた女性で、NPO法人二見浦・賓日館

の会からヒノキの盾や真珠の額などの記念品が手渡

され、「びっくりしたけど、とても良い旅行の思い

出になりました」と喜んでいました。

8
5伊勢市と飯田市の小学生が交流8

32～
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伊勢の夜祭河崎天王祭

地元の人々から「てんのうさん」と呼ばれ、親し

まれている河崎天王祭が行われました。

この日は、みこしや野外映写会などがあり、訪れ

た人たちは、町並みのそぞろ歩きを楽しみました。

祭りの最後には、水中金魚花火が勢田川に放たれ、

穏やかな夜の川面を美しく彩りました。

伊勢銀座新道商店街で、第７回伊勢の夜祭が開催

されました。

金魚すくいやヨーヨー釣りなどの屋台が並び、ま

た、木遣りや太鼓演奏、伊勢うどんの早食い大会な

どが行われ、商店街は笑顔と歓声に包まれました。

7
21

7
16

まちの話題

外宮さんゆかたで千人お参り

今年で第10回を迎える「外宮さんゆかたで千人お

参り」が、伊勢神宮（外宮）とその周辺で行われま

した。

８月１日には、八朔参宮や踊りの披露が行われた

ほか、神宮参道・神路通に明かりがともされ、浴衣

を着たたくさんの人々でにぎわいました。

御薗公民館で、小学生を対象に、子ども囲碁教室

が開催されました。

今年の参加者は、御薗小の１年生～6年生の6人で、

和気あいあいと囲碁のルールや手法を学び、真剣な

表情で碁盤と向き合っていました。

7
28
8
1

～ 子ども囲碁教室7
29
8
3

～
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る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

地
震
対
策
の
中
で
、
比
較
的

少
な
い
費
用
で
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
の
が
、
家
具
な
ど
の

転
倒
防
止
対
策
で
す
。

し
か
し
、
県
が
実
施
し
た
調

査
に
よ
れ
ば
、
家
具
を
固
定
し

て
い
な
い
割
合
は
、
県
全
体
で

約
58
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
井
と
家
具
と
の
間
に
突
っ

か
い
棒
を
入
れ
た
り
、
固
定
金

具
（
Ｌ
字
型
や
ベ
ル
ト
型
な
ど
）

を
使
っ
て
柱
や
桟さ

ん

な
ど
に
固
定

す
る
な
ど
、
家
具
を
し
っ
か
り

固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
や
津
波
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
は
、
住
宅
の
対
策
を
し

っ
か
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

住
宅
が
倒
壊
し
て
下
敷
き
に

な
っ
た
ら
、津
波
が
来
て
も
、
火

事
が
起
こ
っ
て
も
、
逃
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、目

の
前
で
住
宅
の
下
敷
き
に
な
っ

た
人
が「
助
け
て
！
」と
声
を
出

し
て
い
る
の
に
、火
の
手
が
迫
っ

て
い
た
た
め
助
け
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
を
教
訓
に
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
場
合
、

工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

地
震
へ
の
備
え

住
宅
の
耐
震
化

９
月
21
日
（金）
か
ら
、
市
内
の

多
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
で
、レ
ジ
袋
大
幅
削
減
の
た

め
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
レ
ジ
袋
有
料
化
の
目
的
は
？

地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型

社
会
構
築
を
目
指
し
、
誰
で
も

で
き
る
身
近
な
方
法
の
１
つ
と

し
て
、
レ
ジ
袋
を
大
幅
に
削
減

す
る
た
め
、「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

運
動
」
と
「
レ
ジ
袋
有
料
化
へ
の

取
り
組
み
」
を
行
い
ま
す
。

◆
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
の
？

わ
た
し
た
ち
は
、
１
人
に
つ

き
年
間
約
３
０
０
枚
の
レ
ジ
袋

を
も
ら
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
重
さ
に
換
算

す
る
と
約
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

り
ま
す
。
レ
ジ
袋
の
使
用
量
が

半
分
に
減
っ
た
場
合
、
市
全
体

で
年
間
約
１
９
５
ト
ン
の
ご
み

が
減
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
レ
ジ
袋
は
石
油
で
で

き
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
１
枚
に

つ
き
約
18
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
石

油
を
消
費
す
る
の
で
、レ
ジ
袋
の

使
用
量
が
半
分
に
減
っ
た
場
合
、

市
全
体
で
年
間
約
３
５
１
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル（
長
さ
25
メ
ー
ト
ル
×

幅
12
メ
ー
ト
ル
×
深
さ
1.2
メ
ー

ト
ル
の
プ
ー
ル
約
１
杯
分
）の
石

油
が
節
約
で
き
る
計
算
に
な
り

ま
す
。

◆
ど
の
お
店
で
有
料
化
が
実
施

さ
れ
る
の
？

市
内
の
多
く
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
有
料
化
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
店
舗
の
自
主
的
な
判
断
に

よ
り
行
わ
れ
る
た
め
、
有
料
化

し
な
い
店
舗
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
取
り
組
み
を
行

う
店
舗
に
つ
い
て
は
、「
広
報
い

せ
」な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
レ
ジ
袋
の
料
金
は
い
く
ら
に

な
る
の
？

金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
店
舗
で
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
有
料
化
を
実

施
し
て
い
る
他
市
で
は
、
１
枚

に
つ
き
５
円
が
多
い
よ
う
で
す
。

◆
レ
ジ
袋
の
料
金
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
？

レ
ジ
袋
の
販
売
代
金
か
ら
原

価
な
ど
を
差
し
引
い
た
金
額
を
、

植
樹
や
清
掃
活
動
な
ど
主
に
環

境
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

◆
レ
ジ
袋
の
受
け
取
り
を
断
っ

た
場
合
、
特
典
は
あ
る
の
？

マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
使
用
し

て
、レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
い
人

に
は
、
ポ
イ
ン
ト
加
算
な
ど
の

特
典
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

特
典
の
内
容
に
つ
い
て
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
店
舗
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

宮城県北部の地震で転倒した家具
（撮影：三重県）

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

家
具
の
固
定
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最
近
、「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」

と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
個

室
を
、
１
時
間
に
つ
き
数
百
円

で
利
用
で
き
る
施
設
で
、
24
時

間
営
業
・
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置
・

長
時
間
利
用
者
へ
の
格
安
割
引

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
と
は
、

住
む
家
や
定
職
を
持
た
ず
、
そ

の
個
室
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、

日
雇
い
派
遣
労
働
な
ど
で
生
計

を
立
て
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
、
長
期
に
わ
た
る
不

況
に
よ
り
、
経
費
削
減
に
迫
ら

れ
た
企
業
が
派
遣
労
働
者
の
雇

用
を
増
や
し
た
り
、
フ
リ
ー
タ

ー
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
生
じ
た
新
た
な
社
会
問
題

で
す
。

か
つ
て
は
、
日
雇
い
労
働
者

を
集
め
、仕
事
を
手
配
す
る
「
寄

せ
場
」
と
い
わ
れ
る
場
所
が
あ

り
、
ほ
か
の
労
働
者
と
交
流
す

る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
、
携
帯
電

話
に
よ
る
仕
事
の
手
配
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
現
場
へ
の
直

行
・
直
帰
が
可
能
に
な
っ
た
た

め
、
ほ
か
の
労
働
者
と
会
う
機

会
が
減
り
、
何
か
あ
っ
た
と
き

に
助
け
合
え
る
よ
う
な
人
間
関

係
を
築
く
場
が
な
く
な
り
、
孤

独
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
雇
い
派
遣
は
、
い

つ
で
も
仕
事
が
あ
る
と
は
限
ら

な
い
不
安
定
な
状
態
で
あ
る
と

と
も
に
、
日
払
い
賃
金
で
あ
る

た
め
に
、
ま
と
ま
っ
た
お
金
を

持
つ
こ
と
が
難
し
く
、
一
度
そ

の
暮
ら
し
に
陥
る
と
、
容
易
に

抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
住
所
が
不
定
で
あ

る
た
め
、
銀
行
口
座
の
開
設
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
発
行
が

で
き
ず
、
社
会
的
な
信
用
が
失

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
請
負
を

偽
装
し
た
労
働
者
派
遣
（
偽
装

請
負
）
が
行
わ
れ
た
り
、
賃
金

か
ら
、
業
務
管
理
費
や
安
全
管

理
費
な
ど
と
し
て
、
不
透
明
な

天
引
き
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た

問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
に
な
っ

て
し
ま
う
人
の
中
に
は
、
両
親

の
離
婚
や
家
庭
内
暴
力
な
ど
の

事
情
に
よ
り
、
家
族
に
頼
れ
な

い
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
支
え
と
な
る
家
族
が
い
な

け
れ
ば
、
生
活
ま
で
不
安
定
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
仕
事
が
不
安
定
で

あ
っ
て
も
、
家
族
の
支
え
が
あ

れ
ば
、
生
活
ま
で
不
安
定
に
な

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
は
、不
況

に
悩
む
日
本
経
済
の
雇
用
実
態

を
映
し
出
し
て
お
り
、
弱
い
部

分
に
問
題
が
集
中
し
て
い
る
社

会
問
題
の
典
型
的
な
一
例
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南
山
古
墳
は
、
６
世
紀
中
ご

ろ
に
、
鹿
海

か

の

み

町
の
山
の
中
に
造

ら
れ
た
、直
径
17
メ
ー
ト
ル
・
高

さ
２
メ
ー
ト
ル
の
円
墳

え
ん
ぷ
ん（
上
か
ら

見
る
と
丸
い
形
を
し
た
古
墳
）で

す
。昭
和
54
年
、鉄
塔
を
建
設
し

て
い
る
と
き
に
発
見
さ
れ
、
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
墳
と
は
、
昔
の
人
の
お
墓

で
、内
部
に
は
、亡
く
な
っ
た
人

を
安
置
す
る
た
め
の
部
屋（
石せ

き

室し

つ

な
ど
）が
造
ら
れ
た
り
、亡
く
な

っ
た
人
を
入
れ
た
棺

ひ
つ
ぎ

が
埋
め
ら

れ
た
り
し
ま
し
た
。

古
墳
に
は
、
土
が
盛
ら
れ
た

小
山
の
よ
う
な
墳
丘

ふ
ん
き
ゅ
う

が
あ
り
、

前
方

ぜ

ん

ぽ

う

後
円
墳

こ

う

え

ん

ふ

ん（
鍵
穴
の
形
）、
円

墳
、方
墳

ほ

う

ふ

ん（
四
角
形
）な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
お
墓
か
ら
は
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
、
船
形
埴は

に

輪わ

で
有
名
な
松
阪
市
の
宝
塚
古

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
伊
勢
の
文
化
探
訪
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

南
山

み
な
み
や
ま

古こ

墳ふ
ん

羨道部石積横穴式木室

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民

人権シリーズ（№20） 

一人ひとりが一人ひとりが 
輝くために輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）

墳（
全
長
１
１
１
メ
ー
ト
ル
）が
、

こ
の
近
く
で
は
大
き
な
古
墳
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、

天
皇
や
豪
族
な
ど
、
身
分
の
高

い
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

南
山
古
墳
の
発
掘
調
査
で
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
羨
道

せ

ん

ど

う

部ぶ

石い

し

積づ

み

横
穴
式
木
室

よ
こ
あ
な
し
き
も
く
し
つ（
入
り
口
は
石
積

み
で
、亡
く
な
っ
た
人
を
埋
葬
す

る
部
屋
は
木
組
み
の
構
造
）
と
、

２
箇
所
の
木
棺

も

っ

か

ん

が
埋
め
ら
れ
た

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
木
室
内
や
木
棺
の
跡

に
は
、
鍔
付

つ

ば

つ

き

直
刀

ち
ょ
く
と
う

・
刀
子

と

う

す

・
鉄て

つ

鏃ぞ

く

・
馬
具
・
鏡
・
勾
玉

ま

が

た

ま

・
須す

恵え

器き

な
ど
の
豊
富
な
副
葬
品

ふ

く

そ

う

ひ

ん

（
遺

品
や
供
え
物
）
が
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
副
葬
品
は
、

昭
和
55
年
に
市
指
定
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
郷
土
資
料
館

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
社
会
的
使
命
だ

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
は
、
よ
り
根
本
か
ら
解
決

し
よ
う
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
ご
み
問
題
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
Ｎ
Ｐ
О
は
、
最

初
は
ご
み
拾
い
か
ら
始
め
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ご
み
を
捨
て
る
人

が
無
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
根
本

の
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
こ

と
に
気
付
き
ま
す
。

根
本
か
ら
考
え
る

そ
こ
で
、
啓
発
な
ど
を
し
て
、

ご
み
を
捨
て
る
人
を
無
く
す
よ

う
な
試
み
を
始
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

次
に
は
、
ご
み
を
捨
て
て
い

た
人
が
拾
う
側
に
な
る
よ
う
に

活
動
を
広
げ
て
い
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
の
解
決
方
法
は
、
Ｎ
Ｐ
О

に
よ
っ
て
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、考
え
る
方
向
と
し
て
は
、

「
よ
り
根
本
的
に
解
決
す
る
」
こ

と
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
О
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
も
、
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
成
果
が
出
な
け
れ
ば
、

楽
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
て

い
る
と
、
根
本
的
な
課
題
の
解

決
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

た
だ
活
動
を
行
う
こ
と
だ
け

が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
た
ち
の
活
動
が
本
来
の

目
的
を
失
っ
て
い
な
い
か
、
ま

た
、
も
っ
と
根
本
的
な
解
決
方

法
が
な
い
か
、
も
う
一
度
確
認

し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

ご
み
を
拾
う
人
も
い
る

ご
み
を
捨
て
る
人
も
い
る

市
民
の
意
識
改
革
だ

根
本
か
ら
考
え
よ
う

ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
？

パルティ4コマ劇場

わ
た
し
た
ち
は
、「
地
元
で
優

れ
た
演
劇
を
観
賞
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
思

い
で
結
成
し
た
非
営
利
の
文
化

団
体
で
す
。

よ
り
多
く
の
人
と
良
い
演
劇

を
鑑
賞
し
、
豊
か
な
夢
や
心
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

会
員
自
ら
が
運
営
を
行
い
、作

品
の
内
容
・
出
演
す
る
俳
優
・
舞

台
の
趣
向
な
ど
を
検
討
し
な
が

ら
、公
演
す
る
作
品
を
決
め
て
、

劇
団
と
と
も
に
例
会
（
観
劇
会
）

の
成
功
に
向
け
て
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
定
期
的
な
演

劇
鑑
賞
会
（
例
会
）
の
開
催
（
年

６
回
）、
例
会
に
関
す
る
事
前
学

習
会
・
講
座
・
座
談
会
な
ど
の
開

催
、
俳
優
と
の
交
流
会
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
機
関
誌
や
活
動
ニ

ュ
ー
ス
の
発
行
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
活
動
と
し
て
、サ

ー
ク
ル
や
会
員
相
互
の
懇
親
会
、

ほ
か
の
文
化
団
体
と
の
協
力
や

提
携
な
ど
で
す
。

10
月
の
例
会
は
、
劇
団
民
藝げ

い

公
演
「
明
石
原
人
│
あ
る
夫
婦

の
物
語
│
」
で
す
。
今
は
伝
説

と
な
っ
た
明
石
原
人
の
化
石
を

発
掘
し
た
直
良

な

お

ら

信
夫
さ
ん
と
そ

の
妻
の
夫
婦
愛
（
伝
記
劇
）
を
、

ベ
テ
ラ
ン
の
役
者
た
ち
が
感
動

的
に
演
じ
ま
す
。

と
き

10
月
２
日
（火）
・
午
後
６

時
20
分
〜

と
こ
ろ

観
光
文
化
会
館

皆
さ
ん
も
、
素
晴
ら
し
い
舞

台
と
仲
間
に
出
会
い
、心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

（
事
務
局
　
辻
　
幸
弘
）

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.11
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い
せ
演
劇
鑑
賞
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（
1
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３
０
６
０
）
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舞台設営の様子
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図書館へ行こう！
伊勢図書館（1 0 0 7 7、FAX 0 0 7 8）

開館時間 火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

小俣図書館（1 3 9 0 0、FAX 3 9 0 2）

開館時間 午前９時～午後７時

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

と　き ９月27日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

と　き ９月９日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「雨に唄えば」（字幕）

と　き ９月16日（日）、午後２時30分～３時30分

ところ ２階・視聴覚室

内　容 詩の朗読などにより、声に出して本を読む

楽しさを語ります

定　員 約50人（先着順）

申し込み ９月１日（土）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

と　き ９月29日（土）、午前９時30分～11時30分

ところ ２階・小会議室

内　容 図書館見学（普段入ることができない書庫

などを含む）、本のカバー掛け体験など

定　員 ６人（先着順）

申し込み ９月14日（金）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

と　き ９月30日（日）、午後２時～３時

ところ ２階・視聴覚室

対　象 小学生以下（就学前の子どもは、保護者同伴）

内　容 しおり作り

定　員 20人（先着順）

申し込み ９月15日（土）から、直接・電話・ファクス

で同館へ

★たんぽぽおはなし会 ９月８日（土）、午後３時～
★赤ちゃんおはなし会 ９月13日（木）、午前11時～
★ピッポの会・紙芝居 ９月16日（日）、午前11時～
★図書館おはなし会 ９月22日（土）、午後３時～

※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き ９月15日（土）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「ねぎぼうずのあさたろう」

★小俣町俳画サークル展

と　き ９月５日（水）～10日（月）、午前９時～午後７時

（初日は午後１時から、最終日は午後３時

まで）

★おばたまつり写真展

と　き ９月20日（木）～30日（日）、午前９時～午後７時

※いずれも場所は、２階・ギャラリーです。

10月20日（土）・21日（日）に開催する「古雑誌・古本

リサイクルフェア」で配布するため、家庭で不用に

なった本（百科事典・全集などを除く）を募集しま

す。同館カウンターへ持参してください。（預かっ

た本の返却はできません）

募集期間 ９月17日（祝）～10月19日（金）

★災害に備えよう

ところ １階・閲覧室

内　容 地震や台風への備えなど、防災についての

図書などを紹介します

9月 ○…休館日　　□…おはなし会　　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 
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9月 ○…休館日　　□…おはなし会　　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 
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おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

上映会

おとなのためのブックトーク

図書館工作

おはなし会

利用案内 利用案内

上映会

ギャラリー展示

今月の特集コーナー

おとなのための図書館探険
古本を募集



と
き

９
月
14
日
（金）
…
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
１
時
〜

２
時

と
こ
ろ

①
二
見
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
②
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
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健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 
健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

ヘルスメイト料理講習会

と　き

9月11日（火）

9月15日（土）

9月26日（水）

9月27日（木）

9月28日（金）

ところ 定員
（先着順）

小俣保健センター

福祉健康センター

福祉健康センター

喜楽荘（二見町荘1679－1）

ハートプラザみその

35人

30人

30人

20人

30人

※いずれも時間は、午前9時30分～午後1時です。

乳
が
ん
検
診

離
乳
食
教
室

と
き
・
内
容

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

食
生
活
改
善
推
進
員（
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
）
に
な
り
た
い
人

ま
た
は
食
生
活
に
関
心
が
あ
る

人
で
、
す
べ
て
の
講
座
（
計
８

回
）
に
参
加
で
き
る
人

定
員

30
人（
先
着
順
）

参
加
費

３
０
０
０
円
（
教
材

費
・
調
理
実
習
費
を
含
む
）

申
し
込
み

９
月
４
日
（火）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

乳
製
品
を
利
用
し
た

料
理

参
加
費

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

９
月
３
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

下
表

の
と
お
り

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
）
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

● 開講式 
● 健康づくりや食生活の現状 

● 暮らしの中の食品衛生・栄養の基礎知識 
● 医師講話「生活習慣病予防について」 

● 生活習慣病予防の食生活 
● 家庭で役立つ献立のつくり方 

● 調理実習「バランス食」 
● 実践！生活習慣病予防のための運動 

● 調理実習「高脂血症予防の食事」 
● 家庭から出るごみとリサイクル 

● 調理実習「高血圧予防の食事」 
● 実践！献立づくり１ 

● 調理実習「高齢者にやさしい調理の工夫」 
● 実践！献立づくり２ 

５日(金)10月 

18日(木)10月 

２日(金)11月 

16日(金)11月 

７日(金)12月 

21日(金)12月 

18日(金)１月 

15日(金)２月 
● 献立発表会 
● 閉講式 

と　き 主な内容 

食から出発・健康セミナー 

※時間は、２月15日(金)は午前９時30分～午後３時30分、 
そのほかは午前10時～午後３時30分です。 

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

は
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

①
40
人
、
②
50
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み

９
月
３
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、
授
乳

中
・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
20
日
（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
７
カ
月
〜
11
カ
月
）の
保
護
者

内
容

離
乳
食
（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み

９
月
３
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

健
康
診
査
の
診
査
項
目
を
追
加

は
ま
ぐ
ち
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
上

地
町
）…
診
査
項
目：

胃
内
視
鏡

（
カ
メ
ラ
）検
診

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
心
の
苦

し
み
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時

９
月
〜
平
成
20
年

３
月
の
毎
月
10
日
、
午
前
８
時

〜
翌
日
午
前
８
時

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
７
３
８
・
５
５
６

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

食
か
ら
出
発
・

健
康
セ
ミ
ナ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
」



〈一次救急〉休日・夜間応急診療所 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内　科 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

月曜日～土曜日 

日曜日・祝日 
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対
象
と
な
る
治
療

●

一
般
不
妊
治
療

●

特
定
不
妊
治
療（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）

対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
夫
婦

●

法
律
上
の
夫
婦
で
あ
る

●

申
請
日
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
る（
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
一
方

ま
た
は
両
方
）

●

夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る

※
４
月
か
ら
所
得
制
限
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。

助
成
金
額

医
療
費
自
己
負
担

額
と
証
明
書
の
発
行
に
掛
か
っ

た
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
額

は
10
万
円
）

※
た
だ
し
、
三
重
県
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
交
付
決
定

を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
助
成

金
額
を
除
き
ま
す
。

申
請
方
法

平
成
20
年
３
月
31

日
（月）
ま
で
に
、
申
請
書
と
次
の

書
類
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

健
康
課
（
〒
516
│

0076
八
日
市
場
町

13
の
１
）・
二
見
総
合
支
所
福
祉

休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療

９月の主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 

二見老人福祉センター 9月 4日 （火） 

9月 11日 （火） 中央保健センター 9：30～11：00

ハートプラザみその 9月 18日 （火） 13：30～15：00

小俣保健センター 9月 25日 （火） 

豊浜地区コミュニティ 
センター 

9月 7日 （金） 

ハートプラザみその 

成人健康相談 

保健師・保育士の子育て健康相談 
子育て健康相談、身長・体重測定、 

親子ふれあい遊びなど 

13：30～14：30

小俣保健センター 

9月 4日 （火） 

9：30～11：00

10：00～11：30

13：00～15：00

9月 5日 （水） 

13：00～15：00

中央保健センター 
9月 6日 （木） 

8：45～11：00

中央保健センター 

9月 20日 （木） 

成人栄養相談（要予約） 

17：30～19：00
伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 

二見総合支所福祉健康課 

健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

健康課または 
きらら館（1　5592） 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

健康課 

健康課 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

9月 6日 （木） 

エイズ検査 

13：00～15：00

毎週火曜日 

毎月第2火曜日 
（9月11日） 

こころの健康相談（要予約） 9月 27日 （木） 

（ ） @2

@7

一
次
救
急

二
次
救
急

急
病
に
な
っ
た
と
き
や
、
救

急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け

れ
ど
す
ぐ
に
治
療
を
受
け
た
い

と
き
で
比
較
的
軽
症
の
人
は
、一

次
救
急
医
療
機
関
（
か
か
り
つ

け
医
や
休
日
・
夜
間
応
急
診
療

所
な
ど
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。（
下
表
参
照
）

不
妊
治
療
医
療
費助

成
事
業

※
重
症
の
人
や
、
右
表
の
診
療

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
の

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
次
救
急
医
療
機
関
か
ら
の

紹
介
患
者
・
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
る
人
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や

入
院
が
必
要
な
重
症
の
人
は
、二

次
救
急
医
療
機
関
（
山
田
赤
十

字
病
院
・
伊
勢
総
合
病
院
）
が

当
番
日
を
決
め
て
、
交
代
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

健
康
課
・
小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
・

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
の

い
ず
れ
か
へ

※
１
年
度
に
つ
き
１
回
ま
で
、

計
５
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

添
付
書
類

●

伊
勢
市
不
妊
治
療
医
療
費
に

か
か
る
医
療
機
関
等
証
明
書

●

医
療
機
関
な
ど
が
発
行
す
る

領
収
書
の
写
し

●

三
重
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
決
定
通
知
書
の
写
し（
三

重
県
の
助
成
事
業
の
交
付
決
定

を
受
け
た
人
の
み
）

●

夫
婦
の
健
康
保
険
証
（
窓
口

で
申
し
込
む
人
の
み
）

●

申
請
者
名
義
の
口
座
の
通
帳

（
窓
口
で
申
し
込
む
人
の
み
）
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と
き

９
月
13
日
（木）
、午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ

小
俣
図
書
館
・
２
階
会
議
室

対
象

地
域
の
中
小
食
品
製
造
業
者

内
容

「
中
小
・
食
品
製
造
業
が
存
在
し

て
ゆ
く
た
め
の
経
営
革
新
」
小
川
洋
さ

ん
（
食
品
安
全
技
術
研
究
所
所
長
）

〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

（財）
国
際
交
通
安
全
学
会（IA

T
S
S

フ
ォ

ー
ラ
ム
）
で
は
、
将
来
の
国
づ
く
り
を

担
う
東
南
ア
ジ
ア
の
35
歳
ま
で
の
青
年

た
ち
を
招
い
て
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
研
修
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の

文
化
・
日
本
人
の
日
常
生
活
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市
内
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
青
年
た
ち
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

と
き

10
月
13
日
（土）
〜
14
日
（日）

募
集
数

17
家
庭
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
経
験

が
少
な
い
家
庭
を
優
先
）

※
１
家
庭
に
つ
き
青
年
１
人
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
保
水
中
運
動
教
室
の

参
加
者
を
募
集

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
６
４
６
）

と
き

①
10
月
４
日
〜
12
月
６
日
の
毎

週
木
曜
日
（
10
月
11
日
・
11
月
22
日
を

除
く
）〈
計
８
回
〉、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
、
②
10
月
５
日
〜
11
月
23
日

の
毎
週
金
曜
日〈
計
８
回
〉、
午
後
０
時

30
分
〜
１
時
30
分

と
こ
ろ

①
ベ
ス
パ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル（
川
端
町
２
０
３
│

２
）、
②
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
「
メ
ッ
ツ
」
（
小
木

町
５
７
５
│

１
）

対
象

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
35
歳
以
上
の
人

内
容

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
水
中

運
動
（
水
中
体
操
・
水
中
歩
行
な
ど
）

東
南
ア
ジ
ア
の
青
年
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

市
民
参
画
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
1
@1
５
５
４
９
）

み
え
の
防
災
大
賞
の

候
補
団
体
を
募
集

三
重
県
防
災
危
機
管
理
部
地
震
対
策
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
１
８
５
）

も
の
づ
く
り
大
学
技
術
講
座

工
芸
指
導
所
（
1
#8
１
１
６
０
）

募
集
募
集

※
青
年
た
ち
は
、
英
語
を
話
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
し
込
み

９
月
３
日
（月）
〜
28
日
（金）
に
、

応
募
用
紙
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
516
│

8601

岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、
FAX
@1
５
５
２
２
、

ア
ド
レ
スkouryu@

city.ise.m
ie.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
に
あ
り
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
同
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http

:/
/
w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

定
員

各
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
し
込
み

９
月
３
日
（月）
〜
14
日
（金）
に
、

健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
同
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
へ

※
①
②
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
つ
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
と
誓
約
書
（
健
康
状
態
の
申

告
、施
設
利
用
時
の
規
則
の
遵
守
）へ
の

記
入
が
必
要
で
す
。

※
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
人
は
、
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
抽
選
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

三
重
県
で
は
、
み
え
の
防
災
風
土
を

つ
く
り
、
防
災
活
動
が
継
続
し
て
行
わ

れ
る
よ
う
、
減
災
の
た
め
の
県
民
活
動

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
み
え
の
防
災
大
賞
」は
、
県
内
各
地

講
座
な
ど

講
座
な
ど

で
自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
を
表
彰
し
、
そ
の
活
動
内
容
を
発

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
活
動
を
広

め
、
充
実
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

対
象

県
内
の
自
主
防
災
組
織
・
事
業

所
・
学
校
・
子
ど
も
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

申
し
込
み

９
月
28
日
（金）
ま
で
に
、
危

機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）
ま
た
は

同
室
へ
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危
険
物
取
扱
者
試
験

と
き

11
月
18
日
（日）

と
こ
ろ

皇
學
館
大
学

科
目

乙
種（
全
類
）・
丙
種

申
し
込
み

９
月
13
日
（木）
〜
25
日
（火）
に
、

願
書（
消
防
本
部
・
各
分
署
・
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
）
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
（財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重

県
支
部
（
〒
514
│

8567
津
市
桜
橋
３
丁
目

４
４
６
│

34
三
重
県
津
庁
舎
５
階
、1
津

０
５
９
・
２
２
６
・
８
９
３
０
）
へ

予
備
講
習
会

と
き

10
月
20
日
（土）
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ

観
光
文
化
会
館

科
目

乙
種
第
４
類

定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料

４
０
０
０
円
（
希
望
者
の
み

教
材
費
が
別
途
必
要
）

申
し
込
み

９
月
18
日
（火）
〜
10
月
12
日

（金）
に
、
申
込
書（
同
課
に
あ
り
ま
す
）を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
（社）
三
重
県
危
険

贈
呈
金
額

●

満
77
歳
…
５
０
０
０
円

●

満
88
歳
・
満
99
歳
…
１
万
円

●

市
内
最
高
齢
…
３
万
円

贈
呈
方
法

９
月
11
日
（火）
以
降
に
、
民

生
委
員
ま
た
は
市
職
員
が
自
宅
へ
伺
い

ま
す

物
安
全
協
会（
〒
514
│

8567
津
市
桜
橋
３
丁

目
４
４
６
│

34
三
重
県
津
庁
舎
５
階
、1

津
０
５
９
・
２
２
６
・
８
３
７
８
）へ

※
会
場
ま
で
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

予
備
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課
（
1
@5
１
２
６
３
）

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与

し
た
高
齢
者
に
対
し
、
長
寿
を
祝
福
す

る
た
め
、
敬
老
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

●

９
月
１
日
（土）
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
市
内
に
在
住
し
て
い
る

●

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
77
歳
・

満
88
歳
・
満
99
歳
に
な
る
、
お
よ
び
市

内
で
最
高
齢
で
あ
る

・
77
歳
…
昭
和
５
年
４
月
１
日
〜
昭
和

６
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

・
88
歳
…
大
正
８
年
４
月
１
日
〜
大
正

９
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

・
99
歳
…
明
治
41
年
４
月
１
日
〜
明
治

42
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

●

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い

市
は
、８
月
１
日
、養
護
老
人
ホ
ー
ム

万
亀
会
館
を
、
社
会
福
祉
法
人
伊
勢
医

心
会
に
移
管
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
活
動
の
拠
点
と
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
入
所
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も

に
、
効
率
的
な
施
設
運
営
を
図
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

敬
老
金
の
贈
呈

長
寿
課
（
1
@1
５
５
５
９
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
万
亀
会
館
を

移
管

長
寿
課
（
1
@1
５
５
５
９
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

小俣町宮前自治区野村町会

岡本町会

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

19
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

岡
本
町
会

太
鼓
購
入

小
俣
町
宮
前
自
治
区

視
聴
覚
機
器
購
入

昭
和
苑
自
治
会

カ
ラ
オ
ケ
設
備
購
入

高
向
区

自
治
会
活
動
用
品
購
入

野
村
町
会

健
康
推
進
用
備
品
購
入

高向区

昭和苑自治会



市
で
は
、
東
海
労
働
金
庫
と
協
調
し

て
、
住
宅
取
得
等
資
金
や
教
育
資
金
の

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
海
労
働
金
庫
伊
勢
支
店
に
相
談
し

た
上
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
持
家
促
進
資
金
貸
付
制
度

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
県
内
に
通

勤
し
て
い
る
勤
労
者
が
、
市
内
に
住
宅

を
新
築
・
増
改
築
・
購
入
す
る
た
め
の

資
金

限
度
額

１
件
に
つ
き
50
万
円
〜
５
０

０
万
円
（
10
万
円
単
位
）

利
率

当
初
10
年
間
は
年
２
・
４
７
％（
協

調
融
資
利
率
）、11
年
目
以
降
は
労
金
住

宅
ロ
ー
ン
の
金
利
と
同
じ

融
資
期
間

35
年
以
内

勤
労
者
教
育
資
金
貸
付
金
制
度

対
象

市
内
在
住
の
勤
労
者
で
、次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
人
と
そ
の
扶
養
親

族
の
入
学
金
・
授
業
料
な
ど

●

市
内
に
住
所
を
有
し
、
引
き
続
き
１

新
た
な
製
品
を
つ
く
り
出
す
、
優
れ

た
技
術
を
持
つ
中
小
製
造
業
関
連
の
事

業
者
ま
た
は
団
体
の
育
成
を
図
る
た
め
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
経
費

新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開

発
、
特
許
権
取
得
な
ど
に
要
す
る
経
費

対
象
事
業

補
助
対
象
経
費
が
２
０
０

万
円
以
上
で
、
平
成
19
年
度
か
ら
開
始

し
、
平
成
21
年
１
月
末
ま
で
に
研
究
開

発
が
終
了
す
る
事
業

対
象
者

●

市
内
の
中
小
製
造
業
者
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
・
情
報
処
理
業
者
、
ま
た
は
そ
の

団
体

●

研
究
開
発
終
了
後
１
年
以
内
に
、
市

内
に
事
業
所
を
設
置
す
る
中
小
製
造
業

関
連
業
者

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
か
ら
国
・

県
補
助
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
額
は
２
０
０
万
円
）

申
し
込
み

９
月
３
日
（月）
〜
26
日
（水）
に
、

所
定
の
用
紙
（
同
準
備
室
に
あ
り
ま
す
）

と
必
要
書
類
を
、
同
準
備
室
へ

※
所
定
の
用
紙
は
、
説
明
会
で
も
配
布

し
ま
す
。

10
月
１
日
（月）
〜
７
日
（日）
は

公
証
週
間

伊
勢
公
証
役
場
（
1
@8
６
５
０
６
）
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※
審
査
の
上
、
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

説
明
会

と
き

９
月
７
日
（金）
、
午
後
７
時
〜

と
こ
ろ

市
役
所
東
庁
舎
・
２
階
２
│

２

会
議
室

〜
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
〜

新
産
業
創
出
支
援
事
業
補
助
金

（
再
募
集
）

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
（
1
@1
５
５
６
９
）

金
銭
の
貸
し
借
り
や
不
動
産
売
買
な

ど
の
大
切
な
契
約
を
し
た
り
、
遺
言
を

残
し
た
り
す
る
と
き
は
、
公
正
証
書
の

作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
、

法
律
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
力
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
本
は
公
証
役
場
で
保
管
さ
れ
る
た

め
、紛
失
や
改
ざ
ん
の
心
配
が
な
く
、内

容
の
秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

食
品
表
示
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や

問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
た
め
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン（
直
通
電
話
）を
設
置
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

食
品
表
示
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

三
重
農
政
事
務
所
（
表
示
・
規
格
課
）

1
津
０
５
９
・
２
２
８
・
３
１
５
３

三
重
県
（
農
水
産
物
安
全
室
）

1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
４
９
７

勤
労
者
向
け
協
調
融
資
制
度

東
海
労
働
金
庫
伊
勢
支
店
（
1
@3
１
３
３
６
）

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
６
８
）

食
品
表
示
１
１
０
番

東
海
農
政
局
三
重
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

（
1
松
阪
０
５
９
８
・
５
２
・
１
５
１
１
）

年
以
上
居
住
し
て
い
る
人

●

年
間
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以

下
の
人

●

市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
人

限
度
額

１
件
に
つ
き
10
万
円
〜
１
０

０
万
円
（
10
万
円
単
位
）

利
率

当
初
４
年
間
は
年
２
・
４
％（
融

資
協
調
利
率
）、５
年
目
以
降
は
労
金
教

育
ロ
ー
ン
の
金
利
と
同
じ

融
資
期
間

10
年
以
内

ま
た
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
中
は
、
土
曜
日
・
日
曜

日（
６
日
・
７
日
）、
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
に
も
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
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勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年７月結果 1.3 2.7 1.5 1.6

4.6 6.6 2.0 2.1

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成18年７月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（７月19日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ケーブルテレビ番組案内ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 

分 番組 

9/3～9 

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

探歩々隊 

のんびりいこう 

iTVニュース 

和を楽しむ 

鳥羽水族館　新・水の惑星紀行 

分 番組 

9/10～16

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

MCTV遊味ing 

ぐるぐるグルメ2番外編 

iTVニュース 

ひよこくらぶ 

Ladies Angler

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

9/17～23

0 

30 

40 

0 

20 

24 

30

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

日本の暮らしのぞき箱 

iTVニュース 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

9/24～30

0 

30
 

 

0
 

20 

30 

42

iTVニュース 

お木曳特集 
 

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

バラ組 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

※放送時間や内容は、変更することがあります。ご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

市議会放送 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● レジ袋大幅削減のためのマイバッグ持参運動 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集（9月） 

　（放送日：9/16～30） 
■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 

8/27～9/2 
9/3～9 
 
9/10～16 
9/17～23 
9/24～30

 ● 広島平和記念式典に参加して 
 ● 赤ちゃん訪問 
 ● 下水道の日 
 ● 防災資機材の取り扱い 
 ● 食から出発・健康セミナー 
 ● 伊勢おおまつり 

　市議会９月定例会本会議および決算特
別委員会（設置された場合）を、会議が
あった日の翌日の午後２時と午後７時か
ら放送します。 
※１回の放送時間が５時間以上となる場
合は、２回目の放送開始時刻が変更にな
ります。 

■お知らせ 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 

※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し

ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ

ジェストを放送します。 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大
きいほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費さ
れる酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

９
月
17
日
（祝）
〜
23
日
（祝）
は

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
1
津
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

「
い
じ
め
」
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
が
あ
れ
ば
、
津

地
方
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）
が
電

話
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き

９
月
17
日
（祝）
〜
23
日
（祝）
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
曜
日
・
日

曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

０
・
０
０
７
・
１
１
０
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9月の無料相談
種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き 毎週火曜日

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 1日につき5人まで（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日

午前９時30分～午後４時30分
※土曜日・日曜日・祝日は、

実施しない場合があります。

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

と　き 第１水曜日（９月５日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（９月12日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（９月19日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（1@26617）

と　き 第４水曜日（９月26日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の不
登校・いじめ・
友人関係・学習
など

非行・いじめなど

小・中学生の教育
〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談、日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日

午後１時30分～３時30分

※９月17日（祝）・24日（休）は閉庁日であるた

め、９月18日（火）・25日（火）に行います。

ところ 広報広聴課（1@15515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 １日につき８人まで

（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き ９月６日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ８月30日（木）～９月５日（水）に、

社会福祉協議会小俣支所（1@7

0509）へ来所または電話

と　き ９月20日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所（ハート

プラザみその内）（1@26617）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ９月13日（木）～19日（水）に、社会福祉

協議会御薗支所へ来所または電話

と　き 第３水曜日（９月19日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

種 別

行　政

登　記

消費生活

相談日など

と　き 第２火曜日（９月11日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（９月13日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き 第１木曜日（９月６日）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）

商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（９月４日・18日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第２火曜日（９月11日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第４火曜日（９月25日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

（ ）

と　き 10月４日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会伊勢支所（福祉

健康センター内）（1@72425）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ９月27日（木）～10月３日（水）に、社会福

祉協議会伊勢支所へ来所または電話



広

報

■発行／伊勢市　■編集／総務部広報広聴課
〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
10596-21-5515 FAX0596-22-9699
URL http://www.city.ise.mie.jp
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp
広報いせ　第23号　平成19年９月１日発行
印刷　株式会社アイブレーン

人の動き（７月末現在）

総人口 136,050人（－35人）

世帯数 52,838世帯（＋22世帯）

男性 64,584人（－6人）

女性 71,466人（－29人）

※外国人登録者を含む。

第二年次お木曳行事「川曳」
７月21日・22日・28日・29日に行われ、18奉曳団・約14,400人

が参加しました。

第62回神宮式年遷宮に向けて行われたお木曳行事は、２年

間で77奉曳団・約129,600人と一日神領民約76,600人が参加し、

伊勢のまちを大いに盛り上げました。
皇太子さまもお木曳にご参加

瀬を越える木ぞり みんなで五十鈴川を奉曳

練りを楽しむ 歓声と水しぶきを上げて

雨の中の奉曳

川から曳き上げられる御用材 夏空の下の川曳

2年間の最後を飾る曳き上げ

慎重に奉納される御用材

かわびき




